










は ITの世界に広く深く浸透している。世界最大の OSSの開発サイトである http://
sourceforge.net/には、2010年の 8月現在で 24万件のソフトウェアプロジェクトが登
録され、260万人のユーザーが開発サイトを利用している。また、http://sourceforge.





















































































Boston Consulting Group（以下 BCG）は、2002年に「Hacker Survey」として、
SourceForgeの OSS開発に参加している 2,221名に「OSSの開発への参加動機」のア




















米国の Stanford University（以下 SU）の Stanford Institute for Economic Policy 










































































































































































































OSS開発者は OSSの哲学や思想に共感して OSSを志向する OSSスピリッツを醸成
し、OSS開発者の心性に静的な動機を定常的に生起させていた。さらに、OSS開発者
は開発に参加する都度知的刺激を得るためやプログラミングスキルの獲得等に動的な
動機を自己目的的に出現させていた。つまり、OSSの開発動機は、OSS開発者の動機
の基層を成す価値合理的な動機としての OSSスピリッツとその基層の上にその時々の
状況や欲求の影響を受けて発現する目的合理的な動機とで重層的に構成されていた。
この OSS開発者の動機の分析が、OSS開発者の獲得に寄与し、OSS発展の一助とな
ることを期待している。
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